
M 2 10 月 日 :

27 1st 11

23 2nd 19

19 3rd 22

22 4th 21

OT

Pl-in PTS ３Ｐ ２Ｐ FT F No, Pl-in PTS ３Ｐ ２Ｐ FT F

✕ 安 保 汰 一 CAP 3 1 0 0 1 柴 田 竜之介 CAP - - - - -

✕ 山 野 圭 介 25 0 11 3 1 ✕ 猪 股 勘 5 1 1 0 0

菅 原 州 駈 - - - - - 遠 藤 陽 真 - - - - -

✕ 太 田 蓮 依 12 0 5 2 1 ✕ 森 元 大 翔 20 0 9 2 1

✕ 鎌 田 琉 輝 21 7 0 0 0 土 田 昊 汰 - - - - -

／ 二 田 一 晟 7 1 2 0 2 ✕ 真 坂 拓 2 0 0 2 2

／ 船 木 大 空 4 0 2 0 1 ／ 佐々木 颯 汰 20 2 6 2 2

／ 佐々木 桜 汰 0 0 0 0 1 ／ 神 坂 健 斗 0 0 0 0 0

／ 伊 藤 柊 生 19 5 2 0 2 ✕ 佐 藤 虹 太 11 3 1 0 1

小 玉 泰 雅 - - - - - 池 田 空 聖 - - - - -

中 川 諒 真 - - - - - 鈴 木 陽 向 - - - - -

✕ 三 浦 歩 0 0 0 0 4 佐々木 悠 惺 - - - - -

神 田 眞 - - - - - 伊 藤 航 斗 - - - - -

阿 部 瑛 太 - - - - - 新井田 唯 翔 - - - - -

鈴 木 蒼 太 - - - - - 京 野 宇 宙 - - - - -

齊 籐 昇 汰 - - - - - 嵯 峨 仁 幸 - - - - -

佐々木 幹 太 - - - - - 若 田 充 央 - - - - -

佐 藤 潤 - - - - - ✕ 畠 山 來 依 15 2 2 5 1

小 松 和 幸 松 岡 圭 一

阿 部 瑛 太 畠 山 晴 歩

合 計 14 22 5 13 合 計 73 8 19 11 7

※×:ｽﾀｰﾀｰ ／:交代選手 PTS:ﾎﾟｲﾝﾄ 3P:3Pﾎﾟｲﾝﾄｼｭｰﾄ 2P:2Pﾎﾟｲﾝﾄｼｭｰﾄ FT:ﾌﾘｰｽﾛｰ F:ﾌｧｳﾙ

文責 【 】

NO,
Year Month Day Time

大会名 Winter Cup 2025 秋田県予選会

Competition 男子決勝

2025年 26 14 40

チームＡ チームＢ

場 所 横手市増田体育館
Place

91 73
○ ●

秋田工業 秋田令和

No, 選手氏名 Name of Players 選手氏名 Name of Players

10 4

21 5

22 6

23 7

33 8

20 9

27 10

38 11

75 12

16 13

15 14

29 15

97 16

Aｺｰﾁ Aｺｰﾁ

91

男子決勝は、準決勝で能代科技との激戦を制し、連続優勝をねらう秋田工と、初の決勝進出となる秋田令和の
対戦となった。
第１Ｑ、両チームともマンツーマンディフェンスでスタート。秋田令和は№７森元や№２１畠山の鋭いドライ
ブを中心にオフェンスを組み立てる。秋田工はピックプレーからの合わせやディフェンスリバウンドからの
ボールプッシュで加点し、お互いに譲らない。秋田令和はドライブが止められるとオフェンスが停滞し、早い
展開からの３Ｐシュートもなかなか決まらない。一方の秋田工はディフェンスリバウンドから早い展開に持ち
込み残り３分で１７－８と差を広げる。秋田令和は終盤に№２１畠山が３Ｐシュートを沈めるが、２７－１１
と秋田工がリードして第１Ｑを終えた。

第２Ｑ、序盤から秋田工は№３３鎌田の３Ｐシュートが連続で決まり、３Ｐシュートにピックプレーなど多
彩な攻撃で得点を重ねる。交代した№７５伊藤も連続で３Ｐシュートを決め、秋田工が試合の主導権を握る。
何とか追いつきたい秋田令和もオフェンスリバウンドに果敢に飛び込むが、セカンドチャンスをものにできな
い。秋田工は秋田令和のオールコートプレスに対しても落ち着いてボールを運び、ハーフコートオフェンスに
つなげて差を広げ、５０－３０と秋田工がリードして前半を終えた。

第３Ｑ、秋田工はミスマッチをついて№２１山野が連続してペイント内で加点するが、このＱは秋田令和の
№２１畠山と№７森元が躍動する。№２１畠山が連続で３Ｐシュートを決めると、№７森元が４連続でドライ
ブを決め、残り２分で６３－５２と１１点差まで迫る。このまま一桁差まで詰めたかった秋田令和だが、秋田
工は終盤に№７５伊藤が連続して３Ｐシュートを沈めて悪い流れを断ち切り、６９－５２でこのＱを終えた。

第４Ｑ、開始早々秋田工は№７５伊藤のオフェンスリバウンドから№３３鎌田が３Ｐシュートを決め、再び
２０点差とする。秋田令和は№１０佐々木の３Ｐシュートやドライブで加点するが、秋田工はオフェンスリバ
ウンドから着実に加点し、終始２０点のセーフティーリードを守り続ける。秋田工は終盤に№７５伊藤が３Ｐ
シュートとゴール下を決め、９１－７３としたところでタイプアップ。４０分間ハードなディフェンスを継続
し、サイズの優位を活かしてペイント内を支配した秋田工が２年連続３回目の優勝を決め、ウィンターカップ
の出場権を獲得した。

32 17

13 18

24 19

55 20

88 21

ｺｰﾁ ｺｰﾁ

打矢泰之(横手)


